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日
させるため
ロシアのきわめて
じた日本が、
兄す戦瞬を開いたのであった。
その戦争は、
であった。けし
わけではなかった。
人間が収集し
行したのである。
そし
もあって、
あった。そ
く、両国間で開戦直前まで、ロシアの
ンクト・ペテルブルグで、ぎりぎりまでの
すなわち人間コミュニケーシ
ヨンが続けられた。
もともと 日本が開戦に踏み切ると
じた。これも、
ケーションの成果にまつほかになかった。
さ
せるものであってはならず、日
された。
旨としながらも、民族間の確執、そ
る偏見からかならずしも脱却し
切れてはいなかった。また取材活動の制限やニュー
ス・ソースの制約
には少なからぬ誤りも
の当事国国民は、
ができた。
そして
白人
アジア、
の1斗を中 Iピ
艦隊行動のため、それらの個々
のために、その
めに、そし
とする
て述べるまでもない。
の時期判定のた
ること
た
国
る。
リカ
、に、
り、人間コミュニケーション
そして終わった。
この人間コミュニケーション、すなわち「人と
し、
り、
ために偽 1. 
、 '--‘iし '--‘iレ VJI口込の後方で、破
“知彼知 （敵を知り
- 112 2005年 5月
あやまたず）”と古代中国の賢人は唱破した。
はもとより、アレキサンダー大王も、そし
てわれらの卑弥子も、このことは熟知していた。
“敵を知る”ための情報は、それを必要とする
されて、その大脳で処理されてはじ
めてその効用を発揮する。今日の発逹し
線もコンピュー
" 1 は、
ことどま
とら
る。
ほかならない。これは“敵を知る”
そして‘'敵を知り己を知る”ほどに日本政府は、
こ
れたのだっ
1. 1 
こり
こっ
述べられたイギリス
た＜
外のなにものでもなかった。
たとえばロシ
バンク
＜ 
北i籠ドッガー
3"参照）を引き起こ
となったのである。
あること定1甘つ
向けての工作が始めら
[1 J [2] 
3"に
まっ
階級の圧制に苦し
させるのに成功したのだった。これは、もう
ため
もともと
いる。人間コミュ
にわたる人間コミュニケーション
のネットワークが不可欠である。明石は図 (5
る通り、そのネットワークを極め
て巧みに構成した上で、これを細心に連用したの
だった。
ともあれ100年前、
ションのネットワーク
した。そのネットワークの節点となっ
々の人物像とその行動について
は、文献［ 1Jなど
ていた。
1. 
は、
コミュニケー
は図5-1(a) のようで
あった。さらに、図 5-1 (b) に見るようにロ
ンドン、パリ、ベルリン、ウィーンなど
オドール・ルーズベルトと
の間柄であった。金子には、アメリカの世論を親
日的にする
る
[4][5] 
り己を知れば・・・”ロシアでも
のはずである。しかし、そもそも対日
った。
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[1] 
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スキイは“日
って、
に入れるやうになるにはざっと
した。またその
＼てゐる。
ない”と、批判した。
日ロシア公使ローゼンは、日
り
“ 
である”と
している本国政府が、
を正しく認識できるは
ずもなかった。
つ
していた。
これはあるいは、フランス人バレー (Balaisり
の陪躍の成果であろう。そのバレーなる人物につ
ロシア側の文献にまつほかない。
が、フランス
バレーである。
すで 3月）以前か
らであったが、とりわけそれ以後はバレーの
日本滞在が極めて危うくなったため、パヴロ
2005年 5月
もっ
ととなった。
バレー氏は上海からペテルブル
同地から参謀本部により
れてきた (1904年 6月30日）
みならず
るところ大であった。これら講演は、
にしか知らぬ将校たちの間に頒布すべ
く、印刷
り）
(3) 
宋まで80マイル (150km)。そこにあるロシアの総
た。 6月4日、
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2. 
日
：従軍武官国別。陸海軍別人数抄 (76名）［6]
国別
イ
ー
ア
ー
ド
ギ リ
メ ィ リ
＇フランス i
スペイン I
Iオーストリア・ハンガリー 1
＇ィタリ
2. 1 
日
日本とロシア
問した。
(1) ドイ
ドイツ
[6] 
4
 
る国々はもとより、かなら
も
ことながら
日の的となった。
：ハミルトン（イギリス陸車甲罰）、ニ
コルソン（同）、バーネット（同）、マッカーサ
（アメリカ陸軍少将：ダグラス・マッカーサーの
父）、ペルテルパシャ（トルコ
：ペケナム（イギリス
クソン（同）、ガルシャ（アルゼンチ
トルムレル（ドイツ
ラジ ． 
マルチニー（フランス海軍大尉）、マーブル
（アメリカ海軍大尉）、ブリザリ（イタリア
尉）、コロレド（オーストリア・ハンガリー
、サンパイオ（ブ
ペケナム
ながらも、日
けた。
日本が迎えた外国武官は13カ
以上にのぼるとみられ、その国別の人数
通りである。
で、
ぶさ
、以下多
(1) 
マハン（アメリカ
は1905年 5月
は冒険的”と警告し
戦で勝利をおさめた。
(2) ィック・ リ
イエンティフィック・アメリカン』が1905
年 4月22日“ロジェストヴェンスキ
と、その勝敗の予測”と屈する
(3) 
『エン
を予測し
勝利する
ヒ涼カノ
故ラ
116 2005年 5月
ヲ
トヲ得タリ・・・
・・・日本哨艦カ
知スルコトヲ
また R. フレマント
ド。サービス・マガジン』誌上に、トラファルガ
(1805年）などの例を引用しながら、
ヽシープドッグタク
リ
ルニ1以ツリ・。・。
は『ユナイテッ
4月．・同艦隊、ンンガポー
3. 1 
(1) 
l
-
l
 
(". 
ロ
アメリカ、イギリスのジャーナリストによる取
材と
った。
に、日
いま、タイムズの船
浦
日
は、
した。
つ
に向かっ
これまで報じてきた
るがごとく、激しく
(311トン）をチャ
しアメリカのデ・フォレス
ニャー、｀ノ・スウナーロ 7 I Iバト lノ
'≪9 9999, ノ
3 その出
12月
る、日
もとより厳しかった。加えて、ロシア側からは
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(2) 『タイムズ』
(3) 
『タイムズ』は、ドッガーバンク
3" 参照）について次のよう
と称する
恐怖に駆られていたとは言え 射撃目
が何であるかを確かめもせず、 20分間にわたっ
ということは、と
うてい想像し難いところである。さら
し難いことは、ある文明国の軍服を着用して
いる士官たちが大艦隊の大砲でもっで憐れな
ちを打ち殺し、かつ彼らの許し
ちによる犠牲者たちを救助しようともせず、
うとしているのだ、という つ
てみることができなかった点である・・・。
その『タイムズ』紙がロシア艦隊のシンガポー
目撃して、次のよう
このほか『タイムズ』に
れた。
は、ロシ
しめすものであり、
はきわめて高い
附『海の
7] 
シンガポール沖通過(“・・・
を『NYタイムズ』は、きわめ
的に次のよう
側
(4) 民族意識の高揚
[8] 
日本人が意識したわけではなかった。しかし、
満州でそして日本海での日
せた。
『シアトル。リパブリカン』紙
目を満州や
ムクデン
辺に向けさせはじめた・・・。
『ニューヨーク・エイジ』紙
・・・さあ、行け、小さな茶色い男たち。
攻めて攻めて攻めまくれ。鋭い剣をさやに納め
つづけるのだ。お前たちは、
地をひっくり返した。ロシアをやったんだ。プ
ライドと力におぼれる、ほかの連中に同
たどらせるのも、
『インディアナポリス・フリーマン』紙
ングで、茶色い男たちのパン
つづけている。事実、ロシアは
やら
うとし
た、同じアジアの人びと
日本人の意識の外にあったであろう、インパクト
に゚勝ったことは、欧州列怖に
こうとしていた ファン・ボ
イ・チャウ（1867-1940)だ。そのもくろみ
に挫折するが、チャウ
トナム人の民族自決を初め
とし れている。
118-
ウは、ベトナム
してくれるよう
ち破るには、武力革命しかないというのが彼の
った。
しかし日 した日
にとって、抗仏闘争を主導するチャウは好まし
からざる人物となった。彼は1925年、
2005年 5月
におい
きたいものです・・・”
・下』
に復仇し、ベトナム
りました」。
（平凡社刊）にチャウ
ている。
・。。こうして始まったベトナム人青年の日
（ドンズー）運動」と呼ぶ。
チャウの呼びかけに応じてベトナム各地から日
らない。エイノ＇ヽ
ペルシャ、 トルコ
られてきている。
あった。その 3分の 1は中将
留
人中、 88人
なお、
いられますが、また、アジア
ももっていられます。
(1) トルスト
れたる、
た。（「日
昭和30年）
していた。そして彼らは、
こ
ア
した。
3. 2 作家の感性を通し
それは人間の心からの叫びの表現。その
よって研ぎ澄まされた作家の感性が、
とどまらず、戦争の本質そのものに鋭く
向けられた。
1853年、日本にアメリカ
ロシアとトルコの間
ナポレオン率いるフランス軍とイギリス軍がトル
コ軍に荷担した。その戦争末期の黒海セヴァスト
ポリ攻防戦 (1855)、レフ・トルストイ (1828
1910)が青年将校として参戦していた。
験を『セヴァストポ
としたロシ
1869年に 4
ァ
ヤにも日
れヽ、
ことをり釦ひら
こそ味方する”と
47、
「ペトロパウロフスク」
のもの
（「思い
ズ』 6/26) 
私は、マカロフやその他の将校たちのこと
っているのではない。これらの人々
はすべて、彼らが何事を何の目的でなしたか
に、
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個人的利益のために、あるいは彼らが持って
いた野望のために、表面的な愛国心 こ
れは世界中いたるところで見られるものであ
から非難さ
ぶることによって、彼らをつつ
私はむしろ、ロシア各地から引っぱり出さ
したい。彼らは宗教的不正手段により、また
られるかも知れないとの恐怖のもとに、
いは彼らを襲った死から、利益を得る
なければ、またその可能性もなかったのであ
る
[ 3 J 
゜
ジャック・ロンドン
『野生の叫び』
(1) 
『中央公論』は
その1904年 3
日
わ
。
り
。 ・・・陣lり‘l'Iに於i
又イーザー
にも
日の世界か
して。・・。
これこ かなふものなり
ゃ。
『コリアーズ・ウィークリー』に「日
の働き」を寄稿した。曰く
います。そ
ローガンビ
もとに、ロシ
-120 
かかろうとも、私たちは必ずや勝利を収めま
2004.8.28) 
木下尚江 “戦争で第一に金儲するのは誰だ'
知ってますか”。“
ざるべからずと
と
また、労働新聞の主幹を陥れようと
る。
られようとするあたりに、
の
？ 混沌とした
たまふことなかれ
し君なれば
にぎらせて
とをしへしや
たまふことなかれ
すめらみことは戦ひに
おほみづからは出でまさぬ
かたみに人の血を流し
8、日
琥）
時代、
2005年 5月
『太陽』
たのである。
におよ
ああ偉いなる
マカロフなり co
4月のマカロフの戦死
I啄木の108行
目を集めた。
るへる人の名は
マカロフなりき。胡天の孤英雄、
はこれ敵國の
ああよしさらば、
きに、
叫びにこもる力に、
水無月くらき り、
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-122 2005年 5月
／ /¥¥ 
5 -4 ：日
る
はや逝きぬ、逝きて猶逝かぬ
ヨ
し＼
゜
しかし“・・・彼を沈め
月遠きかなたの旅順口”。こ
ために戦い、そして万前斗の無念を胸
＜沈んだ、マカロフはじめロシア
の多数の将兵たちの鎮魂の詩としたい。
け、
8月）
師である
もとより
すで
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料
な
との、心あたたまるコミュニケーションも
えられている。
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『機密日 昭和41
『20
日
,Ti ~‘し‘’^J圭f認
I J 4とす＇』ノ J
mph knot mps ps mph knot knot mph mps 
30 26.l 13.4 15 33.6 29.2 20 23.0 10.3 
40 34.8 17.9 20 44.7 38.9 30 34.5 15.4 
50 43.4 22.3 25 55.9 48.6 40 46.0 20.6 
60 52.1 26.8 30 67.1 58.3 50 57.6 25.7 
70 60.8 31.3 35 78.3 68.0 60 69.1 30.9 
80 69.5 35.8 40 89.5 77.8 70 80.6 36.0 
90 78.2 40.2 45 100.7 87.5 80 92.1 41.2 
100 86.9 44.7 50 111.9 97.2 90 103.6 46.3 
120 104.3 53.6 55 123.l 107.0 100 115.1 51.4 
140 121 62.6 60 134.2 116.6 120 138.l 61.7 
160 139.0 71.5 65 145.4 126.3 140 161.l 72.0 
180 156.4 80.5 70 156.6 136.1 160 184.2 82.3 
200 173.8 89.4 75 167.8 145.8 180 207.2 92.6 
220 191.l 98.3 80 179.0 155.5 200 230.2 102.9 
230 199.8 102.8 90 201.4 175.0 210 241.7 108.0 
240 208.5 107.3 100 223.7 194.4 220 253.2 113.2 
mph = miles per hour（時速1,609メートル） knot＝時速 1,852メートル mps = meters per second（籾船
J auranal of The Pacific Society / May 2005 / No. 94 (Vol. 28, No. 1) 19 
Abstract in English 
The Battle of Tsushima Strait: 
From the View of Information and Communications Technology V 
of the Human Communication Network 
Toshio KOSUG E 
Research Fellow, University of Electro-Communications Historical Museum 
Abstract 
The Author recognizes the Russo-
Japanese War had been observed four kinds 
of Networks which consisted human commu-
nications activities. These networks are: 
(1) Warring Nations: Sneaked intelligence 
op-eratives(spies) each other, aiming at 
collection of information, and execution of 
domestic disturbance. 
Motojiro AKASHI was well known as 
Japanese intelligence operative. A French 
journalist, named Balais was active in 
Japan as a Russian spy. 
(2) Attached officers, reporters, and mili-
tary experts: sent special reports, analyze 
and/or forecasted on the military situa-
tions. 
Capt. Pakeenham observed sea battles. 
Lionel James on 88 HAIMUN sent news 
to the TIME8. Jack London reported the 
War. 
(3) Journalists, Novelists and Historians: 
wrote news stories, commentaries, criti・ 
cism. 8ome supported the war, else 
against. 
Tolstoy criticized his government. 
Y osano Akiko wrote a poem against the 
war. 
(4) Citizens: read newspapers, journals, 
sometimes listen to speeches, however, 
truth was not always informed. Citizens 
create public opinion. 
Circle of Human Communications around the Russo-Japanese War 
